
行事のお知らせ
1 月 10 日 土 みみずく　おはなし会

11 日 日 国見町成人式
13 日 火 阿津賀志学級

子ども移動図書館（国見小 3 年生）
15 日 木 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
16 日 金 2 学級合同学習会
17 日 土 ふるさと歴史教室②
20 日 火 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
21 日 水 くにみ女性教室
22 日 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）
24 日 土 国見っ子わんぱく広場
25 日 日 元気っ子スキー教室
27 日 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
29 日 木 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

ブックスタート
2 月 1 日 日 町長杯新春囲碁・将棋大会

2 日 月 休館日
5 日 木 工芸教室①
7 日 土 みみずく　おはなし会

　

12
月
12
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
70
人
の

参
加
者
の
も
と
「
落
語
を
聞
く

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
「
ふ
く
し
ま
素
人

落
語
の
会
」
の
４
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
自
分
の
持
ち
演
目
を
披

露
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
「
落
ち
」
が
語
ら
れ
る
度

に
爆
笑
し
ま
し
た
。
多
忙
な
師

走
に
年
を
忘
れ
て
落
語
を
味
わ

え
ま
し
た
。

年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会

３
学
級
合
同
学
習

名前もユニーク「しお家
や こ し ょ う

小笑」さん

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫
☆

こ
ど
も
ま
つ
り

　

12
月
21
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
幼
稚
園
年
長
児
か

ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
74
人
と

地
域
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
な

ど
33
人
が
参
加
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
行
事
と
し
て
こ
ど
も
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ

ン
」
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
始
ま
り
、
人
形
劇
の
鑑
賞
、

「
よ
み
き
か
せ
み
み
ず
く
」
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、「
国

見
民
話
の
会
」
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
国
見
っ
子

わ
ん
ぱ
く
広
場
指
導
員
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ

く
り
や
運
動
遊
び
を
体
験
。
そ

の
ほ
か
、
積
み
木
遊
び
や
マ
ン

カ
ラ
ゲ
ー
ム
な
ど
子
ど
も
た
ち

は
自
由
に
好
き
な
場
所
で
好
き

な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

５
・
６
年
生
は
、
杉
崎
一
江

先
生
と
く
に
み
女
性
教
室
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指
導
に

よ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
作

り
を
体
験
。
フ
ラ
イ
パ
ン
を

使
っ
た
ケ
ー
キ
は
ふ
っ
く
ら
と

味
よ
く
仕
上
が
り
、「
家
で
も

で
き
る
！
」
と
パ
ク
パ
ク
試
食

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
わ
ん
ぱ
く
広

場
指
導
員
に
よ
る
手
作
り
お
菓

子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
地
域

の
大
人
と
子
ど
も
た
ち
と
の
楽

し
い
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

ハンドミキサーって便利だなあ♪

人形劇に夢中！

第 23 回国見町長杯　
新春囲碁・将棋大会

日　時　　2 月 1 日日
　　　　　午前 9 時開会（午後４時終了予定）
場　所　　観月台文化センター　第一和室
対　象　　町内在住、在勤の愛好者
　　　　　町内の小学生、中学生の愛好者
　　　　　国見町囲碁・将棋各同好会の会員
定　員　　囲碁・将棋　各 30 人
区　分　　囲碁・将棋ともＡクラス、Ｂクラス、
　　　　　小中学生の部
参加費　　一般 1,000 円
　　　　　小中学生 500 円（昼食代含）
表　彰　　町長杯、賞状、賞品、参加賞
申込み方法　1 月 23 日金まで生涯学習課に申
　　　　　　込み下さい。（電話、メール可）
主　催　　国見町
主　管　　国見町囲碁同好会　
　　　　　国見町将棋同好会

第
１
回

　

ふ
る
さ
と
歴
史
教
室

  　

12
月
６
日
、
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
る
町
史
跡
「
岩
淵
遺

跡
」
で
、
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
30
人
は
、
工
事
の

施
工
業
者
か
ら
縄
文
時
代
を
想

像
し
材
料
を
工
夫
し
て
仕
上
げ

た
話
し
や
、
木
本
元
治
文
化
財

専
門
員
か
ら
発
掘
調
査
で
発
見

さ
れ
た
遺
物
と
、
地
形
環
境
か

ら
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

出
前
町
民
講
座

第
２
回

　

ふ
る
さ
と

　
　

歴
史
教
室

◆
テ
ー
マ

　
「
国
見
の
宿
場
町
」

～
小
坂
宿
を
例
と
し
て
～

◆
講
師　

菊
池　

利
雄
氏

◆
日
時　

１
月
17
日
土

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

◆
場
所　

小
坂
農
村
総
合

　
　
　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
み
不
要
・

　
　
　
　
　
　

参
加
無
料

　

12
月
４
日
、
阿
津
賀
志
学
級

生
56
人
が
参
加
し
、「
お
話
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
お
は
な
し
会
」　

阿
津
賀
志
学
級

　

学
級
生
の
話
を
聞
き
合
う
と

い
う
内
容
で
、
６
人
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の

菅
井
昭
子
さ
ん
は
「
徳
江
観
音

寺
由
来
」
を
民
話
の
語
り
で
話

さ
れ
、
続
く
石
川
久
子
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
、
自
分

が
先
生
」
と
題
し
、「
絵
手
紙
」

の
経
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
小

紫
實
さ
ん
は
「
顕
彰
章
と
表
彰

状
の
数
々
」
か
ら
自
ら
の
受
賞

の
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
中

　

12
月
18
日
、
国
見
小
学
校
で

「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
北
管
内
か
ら
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
に
向
け
て
活
動

す
る
方
な
ど
約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
学
校
図
書
館
大

賞
を
受
賞
し
、
山
形
県
読
書
活

動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
区
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
五
十
嵐
絹
子
氏
を

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会講

師
に
講
演
会
を
開
催
。「
本

を
読
む
子
は
必
ず
伸
び
る
」
と

読
書
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

村
洋
平
さ
ん
は
「
私
の
自
慢
の

国
見
町
」
で
国
見
町
を
あ
ら
た

め
て
見
直
す
話
で
し
た
。
髙
橋

不
二
子
さ
ん
は
「
健
康
で
楽
し

く
生
き
る
」
と
い
う
題
で
、「
病

気
に
な
ら
な
い
生
き
方
」
と
い

う
本
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
社
会
教
育
指
導
員
の
坂
内

明
生
さ
ん
が
「
花
と
と
も
に
歩

む
」
を
テ
ー
マ
に
、花
を
育
て
、

愛
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
話

で
し
た
。

　

話
し
手
の
皆
さ
ん
に
は
「
う

ま
く
話
せ
た
で
賞
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

スピーチする小紫實さん

寒い中熱心に説明を聴く参加者

講師の五十嵐絹子氏
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